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に関する生物測定・標識放流・海洋観測基礎資料集

抄 録

昭和58年6-11月の期間において，試験船東奥丸(調査海域北緯380-26'-450-18'，東経1340

38'-140。一03つ及び青鵬丸(北緯400- 24' -410-44'，東経1380ー 15'-1400-02つによってス

ルメイカ漁場調査を実施した。

1. 日本海対馬暖流域の水温は， 58年冬期が温暖に経過したため春期は高め， 6月以降は平年並かや

や低目に経過した。

2. 期間中延47回の漁獲試験により，スノレメイカ18，494尾が釣獲され，操業回数も多かったが，分布

は57年を上回っていた。

3. 沿岸スノレメイカの北上期の漁況ピークが， 56， 57年では7月にあったのに対し， 58年は6月に出

現した。

4. 群構成を見ると沖合海域に冬生れ群ι思われるづ型な個体の出現割合が高かった。一方，沿岸域

においても冬生れ群の漁獲の山が最近顕著になってきており，冬生れ群資源に回復の兆しが見受け

られる。

5. 58年日本海で漁獲され青森県各港へ水揚されたスノレメイカの量は32，000トンで，漁獲量レベルと

しては沖合，沿岸ともほぼ57年並で，近年では55年を除くと資源はほぼ横ばい状態にある。
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